






















































































































































ネシウム合金のクリ-73負度向上を試みている｡ Mmはネットワーク状晶出相の熱的安定性を向上させるが､ 0. 5
masso/o以上の添加ではネットワーク状晶出相の量が低下し､クリーフ簡度が低下するoただし､ 0. 1 massO/.の微
量添加では､ネットワーク状晶出相量の増加と安定化が有効に働き､クリ-73泉度が向上することを示した｡
第4章では､ ZW57 (Mg-5Zn-7Y (masso/o) )のクリーフ饗形律速機構とミクロ細織の熱的安定性を検討している｡
ZW57の粒界晶出相はクリーフ顎験中も熱的に安定に存在すること､交差すべりがクリーフ管形の律速機構であ
ることを結論付けた｡この材料では､イットリウムがマグネシウム母相の積層欠陥エネルギーを減少させ(粒内
強化) ､ zw57の最小ひずみ速度はAX63に比べ40倍低下する｡
第5章では､ Mg-A1-ta-Mm合金の母相中に析出物を導入することで､粒内強化を試みている｡低温(473K)で
熱処理することで､微細なディスク状析出物を高密度で母相中に分散させると､鋳造まま材よりもクリーフ簡
度が大幅に向上することを示した｡
第6章は総括である｡
以上本論文においては､粒界強化型マグネシウム基合金のクリープ変形機構およびミクロ細織の熱的安定性
を実験的に明らかにしており､その成果は自動車軽量化に有用な高強度耐熱マグネシウム鋳造合金の発展に寄
与することが少なくない｡
よって,本論文は博士(環境科学)の学位論文として合格と認める｡
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